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6期生～10期生

座談会

「

志木会の活性化 を図 るこ とを 目的 と して、幾 つ

かの期 に分 けて、 それ ぞれの志木 高校在学時の思

い出を語 る
｀
座 談会

″
を実施致 しま した。

今 回は6期生から10期生 による座談会の模 様です。

参加者 :乙部勝、 内藤 久和雄 (以上 6期生 )、 菅

原武、 出 口鎧二郎、平澤寿朗 (以上 7期生 )、 青木

宏至、大須賀均、杉本亘孝 (以上 8期生 )、 加 島延

夫、南部達雄 (以上 9期生 )、 荒木幸生、 馬場紘二

(以上 10期 生 )(ア イウエオ順、敬称略 )

司会  6期 の方か ら自己紹介がて ら、 当時の

学校の様子についてお話 しいただけますか。

内藤  Jl時は今から30年以 11前 にな りますが、

一番す ぐに頭 に浮かぶのは、 1文 々は慶應義塾

農業高校 とい う時代で したか ら高山先ノ
|三 の も

とで農業実習 したことですね。堆肥 をま くと

かね、お、つ うの高校 では経験 で きませ ん よね。

二つ 日は当時の宮崎澄 夫校長先生の ことなん

ですが、校長先生 自身が授業 を持 って ドさい

ま して、一緒 に本 を読んだ経験が とて もr口 象

深 いで した。

乙部 今、内藤 さんが話 して くれたんですが

当時の学校の周 りの様子 を思 い起 こす と、ず

い分様 変わ りして今は とて も賑やかにな りま

したね。 当時 は駅 を降 りると右側 に食堂があ

るだけであ とは何 もあ りません

で した。 JE間 を入るとす ぐに本

館があ り、イfの本 立の中に相撲

場が、そ うそ う収穫際の ときに

相撲 を した記憶があ ります。 じ

ら志木校へ
.ノ高 か

か し一 番 の 印 象 は実 習 です ね。 私 の場 合 は 3

年 間 お世 話 にな った後麻 布獣 医科 大学 とい う

獣 医の大学 に進 み ま して、 そ して、獣 医 にな

ってそれ を もとに農 畜産 関係 の仕 事 を してお

ります。

菅原  型、の思 い出 は、農 高 出身 のプ ライ ドと

いつ も日吉の連 中 に負 け るな とい う思 いです

ね。我 々の ときまで大 t半進学 で は一般 とllllじ

受験 を しま したか らね。 また、 自然や 上 に親

しんで きた男 ら しさは誇 れ ます。厳 しい実習

で どん な苦労 が あ って もいつ か終 る と思 って

や って きま した。 その お蔭 とい うか、 ヨ ッ ト

の 1司 人選 丁権 で 折リーftを 11くれ ま した。

ったんですが、 この事が一番の楽 しい思 い出

です。

平沢  そ う、いろいろなクラブが始 まりまし

た。私の代では卓球部 を作 らさせ て もらい、

最初のキャプ テンを しま したが、 当時の卓球

室 といえばコンクリー トの 11:こ 卓球 台が一台、

それ も納屋みたいな所でや るわけです よ。窓

がないんで ドアを開けると風が入って くるし、

もう本 Jlに卓球 自身が暗 いスポーツの 11に 、

部屋 も暗 いか ら本 当に暗かったです ね。話は

それ ますが、私 は兄弟が 自分 を合め 3人 とも

¬
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志本校 を卒業 しましたが、型、の一つ 11に もい

′)っ しゃい ま した細 リトさんは 4人が志木卒だ

そ うです。 (笑 )

杉本  `よ本高 といえば、 8期の利、達が卒業す

る頃には学校力ちよ木校 に変わ りま した。確か

事業証書 には志本高等学校農業科 とノ「かれて

いたかなあ。 それ と、
ハ
計交に並んで先′|:方 の

宿合があ りま してね、期 木試験 なんかでみん

な出来が悪い と、「先ノliは ち ょっと忘オしものが

あるか ら、みんな相談 しないで しっか り答案

を書 くようにな。」なんて先生が

いな くなると、みんなで相談な

んか して点が良 くなると「結構

出来 るようになったな。」なんて

言って くれて、非常にの どかな

学校付i活で した。

平沢 農高は福沢 先生の実学の精神 を体で体

験 していると思 います よ。私、は yl時、今 もそ

うですが、茅ケ崎 に住んでお りま したので、

そこか ら東海道線で品川 に出て、山手線で池

袋 まで行 き、東 11線 に乗 り換 えるといった具

合で、 当‖寺で 2Hキ llI「 静
`ま

どかか りま した。 毎

朝 4時30分頃起 きて通 っていたんですが、 ま

あ先輩で 5期 と 6期の 方で平塚 と茅 ケ崎か ら

通 っている方がいて、その 3人で朝始発の東

海道で一緒 に通 っていたんです よ。入学式の

日の しょっぱなに遅刻 じちゃい

ま してね、高 l11先生 に怒 られ ま

した。もう翌 日か らは 3年間、̀無

遅刻、無欠席。これが唯一の誇りか

なあ。

朝から晩まで農業実習

青木 平沢 さん と同 じで、親の強い勧め もあ

りまして農高に編 入 しましたが、 これで 2年

間楽 して大学 に行けるかな と思 った ら、大学

へ行 くに も試験 を受けな くてはいけない と聞

か されて、 もうびっ く り。 そオしで授業本斗も Il

吉 と同 じなんですか ら。で も入ったか らには

一生懸命や らな くちゃいけない ということで

2年間や って きました。あの頃は週に一卜:|だ

け農業実習があ りま したが、朝 か ら晩 まで。

もうつ らい、つ らい。ただ、あの時のお、んば

りがネL会 に出てか ら役だったん じゃないか と

強烈に感 じます。 あ と学校の中に柿の本 々が

あって、それ を取 って食べ ているところを管

理人のお じさんに見つかって「コラー」 と怒

られたことが しば しば。一 日散 に朝霞の駅 ま

で走 っていって食べ た もんです よ。 (笑 )で も

楽 しかったですね。

加島  9期 の私の時 は、入った時 は農業高校

で出た時 は志木校 とい う時代で したが、農業

i中i校 の イメー ジが どうして も強 くて、 rf″Lを

だいぶや ってた とい う思 い出が強 いですね。

スポーツが好 きで したか ら野球部 にで も入ろ

うと思 っていたのですが、 当時 は相撲部が全

盛 の時代 で したの で、誘 われ る

ままに相撲 部 に入 りま した。相

撲 部 は悪友達 の あつ ま りの よう

で したが、 とて もな ごや か で た

くさんの思 い出が あ ります。

南部 私 は栃本県か ら出て きたんですが、 こ

わいお じさんみたいな人が結構 いて、 これは

怖 い学校 に入って きて しまった、 とい うのが

第一印象です。 ち ょうど 2年の時で したか、

高山先生の担任で塀のす ぐそばの教室だった

ん です が、先イ|三 が窓 を開 けて「 ピ

ー カ ンが落 ちて るが、俺 は ピー

カ ン吸 わ な いの に何 で落 ちて る

んだ。」なん て、 もうび っ くり し

ち ゃ った。

出口 参考 までに言 うけど、大正生 まれの人

もいた らしい よ。 (爆笑 )

荒木 私の頃 もそ うです よ。休み時間に平気

で タバ コを吸 って花木しをや った りしている人

がいるんで聞いてみ ると、 とうに成 人式 をす

ぎているんで :竹 然だ と言われ ました。私 はイ|三

徒会だ新聞部だ と日立って ましたんで、 よ く

職員室 に呼ばオtま したが、 そ うい う人j主 に口乎

び出され る方がずっ一 と怖かったですね。

馬場 新聞部 といえば、 1期 11の 井上 さんを

il:′ じヽにここ |こ いる荒本君 と―一緒 に志本オ交新聞

②
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の創刊 をや りました。創刊が昭和32年 9月 9

日で して、それか ら/1徒会 をつ くろ うじゃな

いかってんで新聞を通 して運動 をしましたが、

当時の吉田校長がなかなか認めて くれな くて

結局初会式 は昭和33年 の 6月 4日 で した。 1
期上の石井 さんが生徒会長にな り、荒木イヤが

収穫際の実行委員長。新聞は夜中まで構成をや

った りして大変で したが、高校生

としてはなかなか社1来 ない貴重

な経験 をさせていただ きました。

だから私の場合、この新聞に一番

の思 い出が詰 まっています。

司会 農芸 については農業高校か ら普 i重 高校

への転換期ですが、皆 さん農芸 についてはご

経験があると思 いますが。

内藤  そ うですね。堆肥 をま くのに 2人 1組

でや るんですが、担 ぎ方が悪い と前の人に堆

肥がかかって しまった り、もう大笑 いですね。

高山先生が 口うるさ くコツを教 えて くれ まし

たっけ。その先生が喜んで くれたのは、私が大

学 に入ってか らの 6期の農高の同窓会 を都内

のホテルで開いた時で した。その頃は もう志木

校 に変わっていたので志木校 第 6期 と書いて

あ ると思 っていた ところ、慶 應義

塾農業 高校 第 6期 と書 いてあ り、

高 山先生 は農 高の同 窓会 とい う

こ とで本 当に喜 ん で い たの を党

えてい ます。

乙部  あ と先ほ ど話 しに出た三田先生 と何 人

かの仲間で読書会みたいの を長い間や ってい

て、本 当に教師 と学生が全人格的なお、れあい

がで きま した。建部先生 とか大館先生や蓄産

の田村先生 とかの話 も今思 うとかな リレベル

の高い もので したね。

菅原 作業着 をどれだけオシャレに着 こなす

かなんてことも気に していたなあ。僕の思 い

出 として、た またま女子校が見学 に来 るとい

う口寺があ りま してね、幸か不幸かその とき数

学の試験 で 2回連続満点 を取 ったので試験 免

除 となった。ところがその為に、

女子校が米ているさなか、1家の世

話をしてよい と言われて、あの時

ほ ど授業 に出ていたい と思 った

ことはあ りませんで した。(笑 )

クラブ…、修学旅行…

司会  クラブ倉1設 にあたっての苦労話があれ

ば、ぜ ひ聞かせて下 さい。

大須賀  まず大変なこ とは、部員が少ない。そ

して学校か ら
`よ

場所以外はイ可も援助がなかっ

たことです。

杉本  対戦す る相手に して も公式戦以外 は今

までの中学のつて とかでや っていました よ。

大須賀 オ支術白勺に
`ま

結構 うまいのがいて、 1

年下の岡崎 はバ リバ リで、最高で、県の決勝

までい きま した。そ うそ う川越 で試合 をや っ

た とき村祭 りと重なっていて時間通 りに選手

が着いていない。で、地元の 人

が気をきかせ て、 さつ まい もを

差入れて くれたので、腹一杯食

べた らおかげて試合は負けて し

まった。 (笑 )

平沢 弓術部の場合は宮崎澄夫校長先生が弓

をや っていたので道場 を作 って くれた り、大

菅 さんの 卓球部 とは違 って非常に援助 して く

れたので うれ しかったです。確か宮崎先生の

実家が杉並の井草八幡でやぶ さめを している

家 と聞いてい ましたが。

加島  本日撲部の ことですが、 その頃 と|こ か く

相撲 は強かったですね。で も、志木校 に変っ

てイメー ジが合わないのか、だんだん弱 くな

り最後 は消えちゃいま した。 あの頃は、実習

の後 に相撲 をとるのが 日課だったせ いか、底

辺が広かったですね。

司会  お話 しはつ きませんが、修学旅行はい

かが10し たか。

菅原  6期 の先輩が修学旅行で別府 に行 った

ようですが、イ可か もめ事があった らしく今度

別府 に行った ら殺 されちゃうてんで、僕 らは

はず され ま したよ。で、行 った先で も先生が

0

オシャレに着こなす作業着

大 須 賀
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『おまえ達外へ出るな』 と言って 1升瓶持 っ

て きて、酒 を一緒 に飲んだ党 えがあるよなあ。

今の高校 では考 えられ ませんね。

青木 僕達の ときは長崎で外出禁JL令 がで ま

したよ。 ただ校長先生が一緒 に来て くれたせ

いで しょうか、中津の駅 に着 くと

ブ ラスバ ン ドが迎 えて くれて若

き血を演奏 して
~ド

さいました。も

う皆、うれ しいや ら、恥 しいや ら

で二田会の力を感 じましたね。

南部 我 々の ときは神戸の女学校 とず一っと

同 じイT動 を していました。 しか も宿 ,rl先 も同

じ、それで仲 よくなったの もいたそ うです よ。

司会 最後に当時の志木の様子はどうで した

で しょうか。

荒木  当時 は森があって、夜歩 くの も怖かっ

たですね。最近先生に聞いたんですが、今の

生徒 は本市は取 って食べ るん じゃな くて、買っ

て食べ る ものだってんで、柿の本の柿が全 く

減 らな くて、結局鳥のエサになっちゃうらし

いですね。僕達の時は柿 を取 って食べ ちゃう

か ら本 :崎 |こ メL裸で、 残 るこ とは

なか ったです け どね。

加 島  昔 の農場 はみ ん な グラ ン

ドにな ったん で しょ。 今 は周 り

はみんな住宅ですか、昔は畑ば  ギ…殊
か り。 当時弓 を飛ば して も広かったので危な

くな く、同期で｀
模型飛行機 の好 きな奴がいて、

ジェッ ト方式だ とか言 ってマ ッチで火をつけ

て飛ば していましたよ。

馬場 志木の様子が変わ りは じめたのは、塾

が財政 ピンチで志木校の土地 を売 って ピンチ

を救お うとした頃 じゃないで しょうか。

内藤 校門の前にマ ンシ ョンがで きた り、志

木の再開発に応 じて束の畑 を売 った りしたか

らね。今では当時の半分位ではないか しら。

電車 も木製か らスチール製に変わ りました。

司会  お話は尽 きない と思 いますが、 また今

日は 11下 5期の差があるんですが、 こんな に

なごやかにお話 しいただ きまして志木校気 質

みたいの を感 じることがで きました。 どう も

有難 うござい ました。

0
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収穫祭 は11月 3日 (11)、 4日 (日 )の連体

に行われ ました。 3日 は'快晴で したが、 4H
は終 日強 い雨 とな り講演会の聴講者の減少や

志本会ルームでの売 11が懸念され ま したが泉

麻 人氏の後援会では70%を超 える人場、そ し

て志木会ルームでは本会計 に10万円の拠 出 と

いう当初の 日標 は達成 され ま した。

しか し講演会の場合、今「:|は 12時半開始 と

いうことで実行委 it会 と話合っていま したが

会場の体育館が 12時す ぎまでバ レーボールの

試合があ り、その後の会場のセ ッ ト (マ ッ ト

敷 き、椅子な らべで30分 )、 聴講者の呼び込み

(30分以上 を要す る)で 予定開始が無理 にな

りました。 た またま泉氏 も車の渋滞で遅れ 1

時開始 とな りました。 さらに強い雨の追い打

ちで学生達 は重力員 |こ |十 をか き、 〕%方はハ ラハ

ラの開始前40分間で した。

福り|き については、当 1/J[l標 250本 を超 えま

したが、期 による変動が激 しく昨年の拠出者

に1liび お願いを して しまいました。 この点の

解決が今後の課題で しょうし、景品構成の変

化 につなが ることとな ります。

今後 さらに発展的に拡大 してい くために、

また収穫祭への取 り組みを続けてい くために、

より多くの会 itを 動 itす る企画やその PR方

法 について、 多 くの方のご意見を今後 も期待

しています。

福引景品 を提供 して頂 いた方は下記の通 り

です。 どうも有 り難 うございま した。

‖〕1引
'I[il「

:1足

'そ

若リス ト

1期  桜 り|=英 太虫|`、 大谷

2期 鴻 田 一章

4期  高橋  公郎

6期  池 11 1専―一、

上 田 良三 、

青柳  i登夫 、

高橋  新 市、

萩 原 義彦 、

7期  多
'IIl    

毅 、

渡 辺  忠 彦

9期  国場  幸雄 、

藤 中 泰 三 、

11期 川瀬  忠夫 、

馬 ,Xll i羊宏 、

古 lll 鵬,幸

12期 亀 山 1多 明、

福 島 偉 夫

13期 千葉  宗雄

15期 本橋  重夫

161Jl り|1端  i青 ?台

17期   /1ヽ り|1  光二 、

須永  泰 司、

村 11 有三

19期 中西  広策

21期  石 原  一虫5、

36卿リ  メ(7f  ?台宏任、

石部

池畑

梅 沢

高橋

山田

J｀

14,尺

■i_老

宮澤

桜 井

111本

寛

尚二、秋元 俊二、

明倫、乙部  勝、

勉、大 中 邦典、

勲、中野宜次郎、

耕三、吉田宏一郎

寿朗、細 り「   稔、

輝彦、戸塚   隆、

糸己―一

馨、野本寸  昭、

久方、吉川太久麿、

ラ韻 J、 桜井  聖岡J、

後 藤 康宏fi、 小林  隆 行、

宗 田  文明、増 山治一虫F、

飯lll 光茂、小岩 克巳

1ヨ lll 徳 英、野尻 敦 也
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志木会の皆さんヘ

「生徒によかれ」をモットーとして

一―志木高校長 としての抱 負――

鐵野 善資

昨年の十 月か ら半年余 り、新米の校長 とし

て勤めて まい りましたが、その最初か ら型、の

判断基準 は、常に「41徒 によかれ」であ りま

した し、今後 も変わることはないで しょう。

この ことは、校長就任の挨拶の中で も触れて

お きま した。忘れ もしませんが、 ドイッキ年統

一の 日となった ■月二 日の ことで した。

前任者である令 r晃 さん、宮 ド啓三 さんを

経 て私 に至 るまで、志木高の先生方の ]i_十 周

年記念事業への熱 い思 いはます ます高 まって

いるよう 1こ 思 われ ます。 占楽教室の整備、図

書館の充実、生徒全員 を収容で きる機能 をも

ったホール等 々、夢 は広が るばか りですが、

これ を単なる夢 に終わ らせ るわけにはい きま

せん。 これ らはいずれ も志木高/L徒の教育に

欠かす ことのできない ものだ と思 うか らです。

受験勉強が有害な ものだ と決めつけるのは

いささか短絡か とも考えますが、確かに弊害

があるの も事実で しょう。つ ま り、受験科 目

にない ものはすべて切 り捨 てて しまう教育に

なっているわけです。幸いに して志木高はこ

の弊害か ら完 全に免れています。本来の高校

教育を実践 で きる環境 にあると言えます。実

に恵 まれているのです。 しか し、充分だ と満

足で きるほ どの もので もあ りません。 さらに

良 くす るこ とは可能であ り、 もっとよ くしな

ければな らない と、私 自身の中に もその思 い

が ます ますつの って きています。僣越 なが ら

利、の任期 中に ri l‐川11記 念11業の スター トを

L/Jら せ ていただ くことを′いに決め ま した。

型、が 自分 に課 した大枠は、後イ1の校 長の仕

'liが妨げ られないように配慮することであ り、

後の 日か ら見て、なぜ こんな もの を作 って し

まったのか と言われ るこ とのない もの を41備

してお くこ とです。私、にで きる限 りの努 力は

‖ しまない党悟 を決めています。志本会の十▼

さんに も「後輩によかれ」 という気持 でご協

力をお願 い したい ものです。

今年か ら、イf川 塾長、藤沢常 f千理 事、 lll・l沢

常任■1'liの ごFl解 を得て、-11ノ liか ら英 語以

外の外国語が学べ る課外講座 を設ける 予定で

す。ア ジアや 中束の ii語 、 I:「 典語な ども加え

て21か 1司 語を用意 しています。 日本語 と語順

が |;1じ :苦 :iも 含 まオしています し、 文
′
i:体 系が

特殊な もの もだいたい取 り入れてあ ります。

もう欧米の 言::::だ け勉強 していれば よにヽ時代

ではないはずです。金田だ日の放 !i果 後だけです

が、学習 考の努力次第では、事業の頃には相
1`1の 実 力を備えていることが期待 され ます。

じっ く 1)と ‖キ|11を かけて本11の 力を身につけ

て欲 しい と願 ってい ます。 この志 本高の試み

が成功すれば、 大学 もこれに対応す るオ|ヤ iifiを

IIItlじ て くオしるで しょう。 まさに ^rt教 育の lt

所 をフルに生かせ るこ とに もな ります。 いろ

いろな分野の 専門家が各地の :T語 に も
'重

じて

いれば、同窓′|:間 の大 きな情報の ネッ トワー

クがで きあが るで しょう。大いに楽 しみです。

ムセ後にな りましたが、志木高の事業′11を 牛

業後νЧ I‐ 年 を経 た ところで、 事業式 にお招 き

して参 911し ていただ くこ とを考えています。

大学では事業後二 |^ri年 及び li l・ 11を 経 た者

を事業式 に招待 して くれ ますが、 これに参列

した者が皆 大いに感動 しています。 itti校 には

きっと別の感激があるに違いあ りません。

0
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学年末の諸行事

1月 か ら 3月 にかけて1片オ交の11度 木は文字

i重 り慌 ただ しく過 ぎて行 きます。

llψlの福
'尺

先′litt Hに 因む′とi本浄〔説会は 2

月 2:!(11)に ′よ本市民開館で開催 され まし

た。東大教授 ヽ
|を 川祐弘 先ノ|:を お招 きして「フ

ランクリンと竹:1沢 諭 ilfを 通 してみた米 ‖関係」

と題す る講演 を して項 きま した。

人´
it議 1ヽ験

`ま

2 '11311( 1,夕 (、  /JOF二 IH)、  18・

19H (2,欠、 方ヽ志本)に 4iノ )ノ しま した。 ′ふ願

者総数2652名 (内 帰 1可 f弟 99名 )カザ)選抜 さ

れた和711ツ liは 331名 (内 帰 1可 H名 )で 、 ||:等

部からの進ず澪者10名 を合せて341名 となります。

4月 か ら 8ク ラス編成でスター トです。

卒業式 は 3月 2211に 4iわ れ ました。今 |口 |は

各‖L任の指 名点呼 によ り事業ノli各 自が登壇 し

事業証 吉をイト|々 に校長力■)受取 る方式が とら

れ ま した。 また式後にllt橋 区 立ア ク トホール

に会場 を移 して事業ノ
li。 父 |サ ・教 1哉 llが一生

に会 した llt itパ ーテ ィーが 1刑 かれ ま した。 い

ずれ も新 しい試み として好 :評 で した。 41月 l′ I:

として新 しく′志木会への仲 |:1人 りをす る本 11

度の事業ノ|:数 は282名 です。あたたかい歓迎 を

お願 い します。進路 については本塾大学への

推薦 者281名 (文 学部 5、 経済学部 1()6、 IJtrit

吉|`法 F「 |を不145、 卜lJ文
'台

ギ
iキ不148、  商

´
i=部 25、 医

学部 7、 ■111学部22、 総 合政策学 部 18、 環境

1青 幸ぼI部 5)、 他大
r許

進学 者 1名 となっていま

す 。 (本公山奇言己)

萩原先生ご退職

萩
'京

〕可先′|:が 3月 31Hを もって定 11退 1哉 さ

れ ま した。‖rィ 和 26 1lH月 -35年 3月 本塾 大学

lirit部 機 本成 11学 科助 丁として勤 務 され、33-34

年′志Lべ !曹i講 1ljを ,t子努、 35114サ lよ |り ′ぶ木
`覇

専

イ[教 :論 とな′♪れました。■1不1(物Jl)を |IL｀
11

され た |ま かサ ッカー吉|`、

バ レー ボール部 、 電 F‐ 11

学 研 究会 の部 長 を勤 め ら

れ ま した。 先生 の ご健 勝

とます ますの ご活躍 を皆

さん とと もに祈 念 いた し

たい と思 い ます。

志木高の教育―母校の教壇に立って一

小林  和良

私が志木高 を卒業 したのは1976年 の ことだ

った。以来 15各iほ どになるが、志木高か ら学

んだ最 も大 きな収穫 は「自由 と責任」ではな

かったか と思 う。制服 を着用 しな くともよい

など多 くの 自由が り‐え られていた反面、けっ

して免れえない責任 も併せ て教 えられた。ず

いぶん厳 しいことだ と思 ったが、管理 された

教育に比べてそれが どれはど素H青 しいことか。

今ではそ う確信 している。

その後、機会があって1981年 か ら 3年間 と

1988年 か ら 2`拝 1苫 :、 リト常勤講 1:「 として
'教

壇 |こ

立たせ ていただいた。 この期間には、カ リキ

ュラムの独 自性 とい うことで同様の自J象 を抱

いた。それぞれの教師がそれぞれの信念 と責

任 において講義 しているのだか ら、4i徒の側に

もそれが伝 わ らぬはずはない。 この ような志

木 高の教 育 方針 は大 切に してい きたい ものだ。

そ して、 199011よ り専イ千1枚 諭 に して いただ

いた。 1司 二|:不1教出市の村、は、 さっそ くf'F修 旅 行

を‖l)11す るこ とにな った。 ttfl夕 の 対 象 はイi川

1啄木 だ った。 生徒 に発表や レホー トを課 した

ところ、予想以 Lに 1司性 あ る労 作 を発 見 した。

近 ごろで は、「 白山 とずヨ千」 の教 育 とと もに、

「個性 あ る人材 の育成」 とい うこ と も考えて

い る。

村、が イ|:徒 だ った ころ と1ヒ車交す る と、志木 高

もず いぶ ん 変わ った。 II I校合の跡 地 の 大 きな

建 物 、野 火 l11川 水 な ど自然環境 が 悪化 した。

教 llの 1畦 ft交代 が何 |口 lも あ った。 生徒 の傾 向

も変 わ って きた よ うな気 がす る。 これ か ら も

′占i木高 は‖十ftの 潮 ,デこの 中で、良 きにつ け悪 し

きにつ け、変化 を余 lJLな くされ て い くだ ろ う。

だ が、 先輩 か ′)受 け‖れ だヽ rt iな 員オ産 と し

て、 忠 まれ た 自然環境 と自由な教 fJ・ だ けは守

って い きた い と思 う。 (l可 ∴l耐教 諭 。26期 )
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私共昭和294■ ト́リ逹籠ユは、 日ずF本交・三

田校 と二校合同にて「福の会」 と命

名 し、毎年 12月 に同期会 を開催 してお ります。

詳 しくは次国にて報告 しますので、皆 さん期

待 していて くだ さい。

高橋  公虫6

「D組幹 `サ i、 御役御免へ ^言 」

ヤ レヤ レ、や っとE組にバ トンタッ

チで き、 D組幹事一同はっとしています。

振 り返 ってみ ると、一月の新年会 は出席の

返事 はかな りの数で安′しヽしてお りま した ら、

当ロキャンセルが続出 し我 々より先生方の数

が多いのではないか と内′しヽヒヤ ヒヤ もので し

′こ。

以後、 5月 のセ ミナーは相続税対策 に頭 を

しば り、 7月 の花火見物 は夫婦、子供同伴で

大盛況、 10月 の 7・ 慶戦 は折 角の応援 に もかか

わ らず負け、 11月 の沖縄旅行は同場君のお陰

で大成功 と自己採点すれば80点以上の出来栄

え と自画 自賛 を してお ります。

今回、特筆すべ きは永い間違れ添 った愛す

べ き奥方様が多数参加 されたことではないで

しょうか ?

釣 った魚 にfIIIと や らは昔の話。女性 11位 と

いわれ る時代 に、そ してソロソロ子離れ し、

新婚時代 に戻 り 2人の生活 に慣れ るために も

素晴 しいことだった と思 います。

(昨年幹事 D組 :磯村吉孝、川

'頼

忠大、

桜井 馨、吉田勝幸 )

「ネッ トワー ク化のお願 い」

遊志会の幹事が巡 り廻 って、 E組 (理科 コ

ース)の番にな りま した。

幸い E組には技術者、医者、パ イロッ ト等、

多彩な資源があ ります。今年 は遊志会 を通 じ

てこの資源 を結集 し、全員のネッ トワー ク化

がで きた ら仕事 に (定年後の生 き方に)大い

に役立つ と考えます。皆様方が参加 しなけれ

ば情報が得 られ ません し、 ネッ トワー ク化 も

で きません。

どうか奮 って遊志会の行事 にお出かけ ドさ

い。

(本年幹事 E組 :増 山雅 久、山 11 磐、

山 口 浩、鴻巣晋顕、

下 IH敬典 )

平成 3年度 「遊志会活動予定」

をお知 らせ します。

02月 4日 (月)新 年会    於 :京橋会館

出席者 :恩師 8名 、会員34名、合計42名

盛会 で全員「丘の上」を合唱後、陸のiE者

たちは懐 か しの夜の銀座 に消えたので した。

03月 2日 (fl 第41回 ゴルフ大会

於 :ス カイウェー C.C
参加者  15名

優 勝 谷本寸 静男

準優勝 池日l 信彦

3 位 川瀬 忠夫

前 日の雨 もあが り穏やかな H和のなか、

高山弘先生の参加 を得、楽 しい一 日で した。

05月 第 12●1セ ミナ ー

「JAS吉 岡機長 (11期 )」 の話

06月 22 Fl(D 第42回 ゴルフ大会

於 :霞 ケ′甫国際 G.C
クルザー東京湾遊覧

第 13レ |セ ミナー

「資ノlit経営戦略」

第43回 ゴルフ大会

07月
010月

011月

及び納 会 (一泊 )

,馬 ,刈

'90イ li度 功り機会 (15舟1)`ま 1襲 か しい 先

生 方の他、鐵 I「新 志本 高校 長、γfド

IIittltを 含め約65名 のご出席 をいただ き、昨

年lH月 3日 収穫祭の ■
1日 、'9011度 総幹 1::if原

良一イヤが経営 いた します、志本束 H結婚式場

「ベルセ ツ
゛
ン」 にて行なわオしました。

・ 111は 家族連れの会 11も 多く、同期会の前

に事業後初めて志木 1膏iを 訪れた会 itも あ りま

0
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した。素晴 らしい料理 と懐 か しい先生方 との

歓言炎、 ラた変楽 しい一一Fl lTし フヒ。 '91年 度 は11月

2日 (」 1)に 東京三田供楽部 にて行な う予定

です。

'91年 度総幹事 倉田

ホテル オー クラでの志木 会 よ りはや

2年近 くの 月 日が流 れ て しまい ま し

た。21期志木会の皆様、いかがお過 ご しで し

ょうか ? 幹事の力不足でその後の動 きが鈍

くて申 し訳 あ りませんで した。

今年 (平成 3年 )の「10月 」または「11月 」

こそ21期 同期会 を企画 し、実現 させ たい と考

えてお ります。 ご協 力の程 よろ しくお願 い申

し 11げ ます。

なお、維持会費納 入 と住所変更の方は、確

実に対応 しておいて下 さい。

21其月草令ロド  3反 日1  0484--74--0213

福 地  0473-23-3364

我 々31期 生 も社会 に出 て 6年の歳 月

を経 て、 まさにそれ ぞれ の立場 にお

いてな くてはな らない存在 とな り、各方面で

活躍の声が聞かれ ます。卒業後、あるいは、

志木会設立後 に統一的な集いの機会が無 いこ

とは、大変不本意なこ とと反省 しきりです。

ただ、現状連絡の取れない方、志木会会費に

御協 力項 いていない方が 多数お られ、 この数

字が志木会の中で も日立って参 りま した。御

協 力宜 しく御願 い申 し 11げ ます。

31期  暉道 佳明

34期 では、浅見英紀君 (元年 9月 )、

本田敏男君 (元年 11月 )、 高田将文君

(平成 2年 )、 南雲 宏君 (2年 )、 宇賀神 隆君

(3年 4月 )がめ で た くご結婚 され ま した。

これ は幹事 の方 に報 告 が あ った分 だ けですの

で ひそか に結婚 して い る人 もい るこ とだ と思

い ます。

34期 は、 ほ とん どの 人が 入社 3～ 4年 目で

大 変忙 しい時期 ですが、 で きるだ け情 報 交換

を行いたいので冠婚葬祭や転職 した方は幹事

まで是非 ご一報 していただ きたい。

34期幹事   山 ド 孝

勤務先 ②立体道路推進機構 (三井信託銀

行 より平成 4年 7月 まで出向中)

〒104中 央区明石町11-15

(ミ キジ明石町 ビル 5F)
TEL 03-3542-8411
FAX  03--3542--8428

自 宅  〒175板橋 区高 島平

3--10--22--503

TEIL  03--3975--5253

私達が志木高 を卒業 して、はや 3年。

よ く言われ るこ とですが、月 日が経

つのは早 い ものです。 しか し、皆 まだ大学在

学中であ り、同期会 を開催す るとい うほどに

は至 っていません。のんび りと大学生活 を満

喫 していると言 った ところで しょうか。39期

の面 々 とは大学で、 またそれ以外で よ く会 っ

ていますが、卒業 して、皆がそれぞれの方向

に向かってい くようになった ときには、同期

会 を開催 したい と思 ってお ります。

39其月 メLlll  不|1糸己

●ヴェ リタス商事株式会社 と株式会社プ リモ

を業務発展の為、3年 3月 3日 付で合併 し、

ヴェ リタス・プ lタ モ株式会社誕生。

(高橋  公郎  4期 )

0
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'91年度卒業アルバムより
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卒業式
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慶應志木会会報

MESSACE

●櫻 井会 長 よ リー 言

青春 を謳歌 した志本 での高校 生活 を修

了 し大 学 生 にな られ た皆様 には、抱 負 と

希望 を胸 一杯 に毎 日をお暮 しの こ ととお

喜び 申 し上 げ ます。

これ か らは新 た な仲 間 と して皆様 と も

仲良 く協 力 し合 って、会 員相互 の発展 向

上 と親 睦 を図 り、 さ らに志木校 の 発展 に

貢献 して行 きた い と願 ってお りますの で

ご協 力の程 お願 い致 します。

最 後 に、皆 さんの これか らの輝 しい前

途 を祝 し、今後 の ご健 勝 を心 か らお祈 り

中 し上 げ ます。

●41期幹事

正幹事 鈴木 和

「今後はOBと して志木校の為 に頑張 り

ます」

副幹事 柏木 徹

「志木会の発展の為 に努力す るつ もりで

す」

お 知 ら せ

●宛名ラベルサー ビスについて

各会員の宛先 ラベルにつ きま しては、

現在各事業期単位では常時アウ トプ ッ ト

が可能な状態 になってお ります。 どうぞ

同期会の連絡 な どにご利用下 さい。年 1

回は無償で提供致 します (年間 2回以上

の場合は 1名 につ き10円 頂戴致 します )。

また所属 していた部活のOB会 な どに

利用 したい方 も現デー タに所属部 を追加

登録すれば部単位でのアウ トプ ッ トも可

能 とな ります。

(連絡先 )

〒153志本市本町 4-14-1
慶應義塾志木高校 内

慶應志木会 菅野 さん宛

TEL o484-71-1361

FAX 0484--74--3008

●平成 2年度事業収支 について

平成 2年度の事業収支 は 下記の通 りと

な りま したのでお知 らせ致 します。

平成 2年慶應志木会事業収支

[2/4月 ～ 3/3月 ]

平 成 3年 3月 31日

会報費     2,451,948フ、

`ヽ `】

     1,265,000

広告 1又 入    549,400

糸性ホキカ塁
=争

  13,479,000

人イ1・ 費

会議費

式典費

ti務 ′̀
,〕

通4:費

`;f務 費他

交際費

収益事業

ネクタイ

収穫祭

寄付金

48,316

131,079

0

500,000

479,336

390,450

462,081

596,913

52,039

頂金利息、  425,169

名札費   1,940,443

藤沢 キャンパ ス寄付

500,000

11又 ジ人、言+    15,897,964  ぢをllll言 1‐     7,373,210

甫1,夕月准晨走些ると 9,823,794  /ヽ 力弓わ集走些るヽ 18,348,548

①

歓 迎

合計     25,721,758 合 RI^    25,721,758
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●維持 会 費の 入金状 況 につ いて

維持 会 費の 入金状 況 は次 の通 りとな

趣 旨 をご理 解 の うえご協 力いただ きた

慶應志木会

って お ります。 未納 の皆様 におかれ ま して は、

く、宜 し くお願 い中 し11げ ます。

名簿維持会費入金状況

(平成 3年 3J129日 現在)

在年ヽ名数名 会費払込者名 払込率% 在籍者数名 会費払込者名 払込率%
1 36 2 22 6

271

208 172

4 13 28 9 262 21 0

35 8 li3 8

37 6

7 31 6

36 2

9 27 6 20 6

0 253 l15

29 4

202

29 2 177

21 0 266 3

30 9 3

17 265

16 1

24 0

216 合1汁  7,518
｀
|え

j/・J  209

1,646

45 7

219%
219%23 9

・在籍考数はダブ リ (約 100名 )及び死亡等を含む。

・ llK込 竹で無記名者あ り。

・ ダブ リ者入金分両期 とも入金扱い。

昨秋発行の寄宿舎「つちくれ」閉合号に寄せられた、

石川忠雄塾長の文章がすばらしい。寄宿合は、志木高

が、その個性を主張する際の特徴の一つであり、今日

の発展に寄与 した柱であった。そう寄宿合の歴史と意

義を評価された後、結論の部分で塾長の投げかけられ

る「i葉 を、志木会は肝に銘 じて受けとめなければなる

まい。

「倉l t50周 年がもはや遠 くではなくなった今 日、寄宿

合がこれまではたしてきた役害1を継承するものは何か。

それを見出すのが次の課題 となるのであろう。寄宿合

に象徴されるように連帯感豊かな志木高等学校の良

き気風が、かつて寄宿舎生として若き日々を送った人

々を中心 として、装いを改めて継承されることを、皆

さんと相共に祈 りたいと思うのである。」   (馬 )

⑫
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